
それぞれの分野をこえ、よりよい看護を提供

充 実 の 福 利 厚 生
職員一 人ひとりが 楽しみながら

安 心して勤 務できます！
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住みやすく楽しい環境で、
一緒に働きませんか？

感染管理、乳がん看護、認知症看護、皮膚・排泄ケア、透析看護、緩和
ケア、慢性呼吸器疾患看護、小児救急看護、糖尿病看護の９分野、13
名の認定看護師がいます。院内はもとより、院外でもそれぞれの分野で
看護の質を向上させるために活動しています。また、月１回の認定会では、
各分野の情報交換を行ったり、分野を超えてのチーム医療活動、勉強会
の開催などを行っています。

認定看護師
の活動

入退院支援
～安心して入院生活が送れるように～
予約入院となる方が、不安なく入院生活が送れるように、入院前から専任
の看護師が状態の把握を行います。また、薬剤師や専門スタッフが関わ
り、入院生活に向けてサポートをします。入院時には、病棟看護師と連
携をとり、入院する患者さま一人ひとりにあった入院生活が提供できるよ
うに努めます。

～退院支援への一歩は、入院から始まります～
退院後の生活を考えることは、入院時に入院前の生活状況をお聞きする
ことから始まります。入院前の生活状況と病状やけがの程度により生じる
身体機能の変化等を考え、退院後に必要な福祉サービスや介護を患者・
ご家族さまと一緒に考えていきます。また、入院中の治療・回復をサポー
トするため、必要に応じて様々な専門職種によるチームが関わります。

当院で初めての専門看護師誕生！

専門看護師
　慢性疾患看護専門看護師は、年齢を問わず、生活習慣病や慢性的な心
身の不調と共に生きる人々とそのご家族に対して、自分らしい生活を送る
ことができるようなお手伝いをさせていただきます。また、これまでの生
活の中で培われた価値観や習慣を大切にしながら、今後どのように生きて
いきたいかという思いに寄り添い、多職種と協働しながら支援をさせてい
ただきます。

慢性疾患看護専門看護師
高津戸　瞳

専門看護師の
活動

全職員が参加できる、院内のバレーボール
大会・忘年会や、地域で行う流し踊りに参
加しています。

各種行事

互助会として野球、テニス等クラブ活動や
つり、スキー等同好会があります。
職種も年齢も様々ですが、いつも楽しく活動して
おり他の日赤病院との交流の場にもなっています。

クラブ活動・同好会

職員の心のケアを
院内・院外からサポートする体制が整っています。

メンタルヘルス

病院指定の院外保育園を確保しています。
子育てと仕事の両立を支援しています。

保育園

職員互助会の活動のひとつです。
年間を通して旅行を計画しています。

職員旅行
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芳 賀 赤 十 字 病 院 　 看 護 部
〒321-4308　栃木県真岡市中郷 271　TEL 0285-82-2195（代）（内線 509）　FAX 0285-84-3332

HP http://www.haga.jrc.or.jp/
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交通アクセス抜群の
真岡ICを利用すれば
休日のおでかけも
バッチリ！

お車を
ご利用

■宇都宮中心部より約40分
■北関東自動車道真岡ICより約10分
■北関東自動車道桜川筑西ICより約20分
■東北自動車道鹿沼ICより約50分
■常磐自動車道谷和原ICより約80分

電車を
ご利用

■真岡鐵道北真岡駅より徒歩で約５分
■宇都宮線石橋駅よりタクシーで約30分
■宇都宮線宇都宮駅よりタクシーで約40分・バスで約１時間

田町北

田町

高寺交差点

真岡駅入口

市役所前

芳賀赤十字病院
真岡IC 
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きれいな

市貝町の芝桜

真岡は
いちごの生産高が
なんと日本一！
SLも走って
います。

焼き物で
有名な益子は

おしゃれなカフェも
たくさんあります。

道の駅はが
ロマンの湯で
リフレッシュ！
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芳 賀 赤 十 字 病 院

看護部
の ご 案 内

看 護 部 の 理 念 //
　赤十字の使命に基づいて、

人々の苦痛の軽減と疾病予防のために、
時代の変化や、対象のニーズに合った

質の高い看護を提供します。

病 院 理 念 //
地域に貢献する病院

看 護 部 の 基 本 方 針 //
1. 看護部門の役割と機能を十分発揮し、患
者に寄り添える看護を提供します。

2. 常に興味・探究心を持ち、専門職業人と
　して自己研鑽に努めます。
3. 継続的・個別的な看護サービスを通し、
　地域住民が地域で暮らせる支援を行います。
4. 赤十字職員として誇りを持ち、常に想像力
　を働かせて行動します。

芳賀赤十字病院



温かでやさしい
看護ができる

新人集合教育
　「地域に貢献する病院」という病院理念の基、地域住民の方々が地域で安心して暮らせる

よう、看護の提供に努めております。

　看護部は、一人ひとりの職員を大切にし、人材育成に力を入れております。“組織は人な

り”と言われるように、人材が“人財”となり、活気あふれる組織に成長し、温かでやさし

い看護が提供できる人財を育てております。赤十字キャリア開発ラダーを基に、各職員の

レベルに合わせた院内研修を行っております。また、専門職業人としての自己研鑽ができ

るよう院外研修参加支援も行っております。更に、認定看護師や専門看護師になるための

奨学生制度を整えました。

　全ての職員にとってのワークライフバランスのあり方を検討し、永く働き続けられる職場

環境づくりに努めております。

　地域の方々から、信頼され愛される病院に貢献できる看護部となれるよう努めておりま

す。私たちと一緒に働いてみませんか。

当院では、専門職として質の高い看護が提供できるよう看護師育成のため
に、赤十字キャリア開発ラダーに基づいた段階別教育体制のもと、継続教
育に力を入れています。ワークライフバランスを大切にし、一人ひとりがや
りがいを持って楽しく看護できるように支援します。

芳賀赤十字病院　看護部長

河原　美智子

赤 十 字 の 取 り 組 み //

キ ャ リ ア 開 発 ラ ダ ー //

看 護 部 紹 介 //
赤十字の使命に基づき、赤十字看護師とし
ての役割を自覚し行動できるように教育を
行っています。看護教育キャリア開発ラダー
のレベルに合わせ、赤十字の基礎知識を始
め、赤十字救急法の習得、基礎行動訓練、
災害時こころのケアや国内の救護活動の実
践能力を習得します。突然の災害に備えて、
救護要員として自覚と責任を持って行動で
きる赤十字看護師を目指しています。

赤十字教育
「苦しんでいる人を救いたい」という想いか
ら、災害時には迅速に対応しています。
常時3班の救護班を編成しており、一刻も
早い救急処置、被災により機能を失った地
域の医療の充足を担います。また避難所へ
の巡回診療や被災者の精神的支えになれる
様に活動します。

救護班の活動
芳賀赤十字病院は、医師・看護師多職種が
メンバーとなり活動を行っています。
これまで国内の様々な災害時に派遣されて
います。
今後起こるであろう大規模災害を想定し、
各研修会、訓練等に参加し、日々新しい知
識と技術の習得に隊員全員で取り組んでい
ます。

D M A T の 活 動

病院概要

病 床 数
看 護 部
看 護 体 制
看 護 方 式
勤 務 体 制
診 療 科 目

364床（一般360床・感染症4床）
11病棟　外来　手術室　救急外来　透析センター　訪問看護ステーション
急性期一般入院料1（7：1）　小児入院医学管理料3（7：1看護）　NICU3：1　GCU6：1　回復期リハビリテーション病棟入院料3（13：1）
固定チームナーシング継続受け持ち制
2交替　3交替制
内科　神経内科　リウマチ科　呼吸器内科　アレルギー科　消化器内科　循環器内科　血液内科　小児科　外科　小児外科
形成外科　乳腺科　心臓血管外科　消化器外科　整形外科　脳神経外科　耳鼻咽喉科　リハビリテーション科　皮膚科
泌尿器科　産婦人科　眼科　放射線科　麻酔科　救急科　精神科　歯科　歯科口腔外科

：
：
：
：
：
：

院外
研修

病院単位で
活動できる者

院外
研修

看護部門単位で
活動できる者

ラダーⅠ（新人）

ラダーⅡ（一人前）

ラダーⅢ（中堅 ）

院外
研修院内

研修

指導や助言を受けながら看護活動ができる者
・医療安全（基礎）感染予防
・医療安全（基礎）事故防止

・看護過程
・看護倫理（基礎）

・赤十字教育 +

院外
研修

院内
研修

自立して看護活動ができる者（部署内）
・プリセプター
・臨床指導（基礎）
・看護研修（基礎）
・メンバーシップ

・医療安全（実践）感染予防
・医療安全（実践）事故防止
・赤十字教育

+

院外
研修院内

研修

部署単位で活動ができる者/
部署の教育者/臨床実習指導者

・看護研究（実践）
・臨床指導（実践）
・退院調整

・赤十字教育
・リーダーシップ

+

◆看護管理者
◆専任教師
◆国際救援
◆開発協力員

クリティカル領域の患者の疾病や病態の理解・苦
痛の軽減、異常の早期発見と対応を第一としてい
ます。

地域周産期母子医療センターとして妊娠から出
産、育児を通して常に母子の安全・安心・安楽を考
えた看護に取り組んでいます。

県東保健医療圏で唯一の二次医療機関として年
間4,000台以上の救急車を受けています。

新生児が一日も早く回復され両親の元で過ごせ
るように、愛情を持って集中治療と看護をしてい
ます。

入院患者さんの精神的、身体的苦痛の緩和を目
指し個別性を大切にした看護の提供をしています。

子どもの安全を守り、寄り添った看護が提供でき
るよう努めています。

外来や病棟と連携して患者さんが安心して手術
を受けられるように努めています。

新病院の外来は高齢者にもわかりやすく、上下移
動の少ない1階フロアに集約してあります。

在宅へむけて、日常生活の自立を目標に他職種
で連携し支援していきます。

集合教育の看護技術研修（静脈注射）の様子で
す。4～5名のグループに分かれ指導を受けてい
ます。

赤ちゃんから高齢者まで訪問看護を必要とされている方々に
最善のサービスを提供することを大切にします。生活に寄り
添う看護を目指して在宅療養が継続できるよう支援します。

職員及び実習生や委託職員専用の食堂がありま
す。ランチ以外の時間は自由に利用できる場所で
す。
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評価・個人面談
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到達目標の
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ローテーション研修（2週間）

手術室研修（2日間）

救急室研修（2日間）

入社式
新人研修

中間面接

本格的な
部署勤務開始 救護訓練

他施設
合同研修

訪問看護訪問看護

スタッフラウンジスタッフラウンジ

回復期リハビリテーション病棟回復期リハビリテーション病棟

新人看護師教育新人看護師教育

手 術 室手 術 室

外 来外 来

病 棟病 棟

小 児 科小 児 科

救 急 外 来救 急 外 来
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病 床 数
看 護 部
看 護 体 制
看 護 方 式
勤 務 体 制
診 療 科 目

364床（一般360床・感染症4床）
11病棟　外来　手術室　救急外来　透析センター　訪問看護ステーション
急性期一般入院料1（7：1）　小児入院医学管理料3（7：1看護）　NICU3：1　GCU6：1　回復期リハビリテーション病棟入院料3（13：1）
固定チームナーシング継続受け持ち制
2交替　3交替制
内科　神経内科　リウマチ科　呼吸器内科　アレルギー科　消化器内科　循環器内科　血液内科　小児科　外科　小児外科
形成外科　乳腺科　心臓血管外科　消化器外科　整形外科　脳神経外科　耳鼻咽喉科　リハビリテーション科　皮膚科
泌尿器科　産婦人科　眼科　放射線科　麻酔科　救急科　精神科　歯科　歯科口腔外科
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院外
研修

病院単位で
活動できる者

院外
研修

看護部門単位で
活動できる者

ラダーⅠ（新人）

ラダーⅡ（一人前）

ラダーⅢ（ 中 堅 ）

院外
研修院内

研修

指導や助言を受けながら看護活動ができる者
・医療安全（基礎）感染予防
・医療安全（基礎）事故防止

・看護過程
・看護倫理（基礎）

・赤十字教育 +

院外
研修

院内
研修

自立して看護活動ができる者（部署内）
・プリセプター
・臨床指導（基礎）
・看護研修（基礎）
・メンバーシップ

・医療安全（実践）感染予防
・医療安全（実践）事故防止
・赤十字教育

+

院外
研修院内

研修

部署単位で活動ができる者/
部署の教育者/臨床実習指導者

・看護研究（実践）
・臨床指導（実践）
・退院調整

・赤十字教育
・リーダーシップ

+

◆看護管理者
◆専任教師
◆国際救援
◆開発協力員

クリティカル領域の患者の疾病や病態の理解・苦
痛の軽減、異常の早期発見と対応を第一としてい
ます。

地域周産期母子医療センターとして妊娠から出
産、育児を通して常に母子の安全・安心・安楽を考
えた看護に取り組んでいます。

県東保健医療圏で唯一の二次医療機関として年
間4,000台以上の救急車を受けています。

新生児が一日も早く回復され両親の元で過ごせ
るように、愛情を持って集中治療と看護をしてい
ます。

入院患者さんの精神的、身体的苦痛の緩和を目
指し個別性を大切にした看護の提供をしています。

子どもの安全を守り、寄り添った看護が提供でき
るよう努めています。

外来や病棟と連携して患者さんが安心して手術
を受けられるように努めています。

新病院の外来は高齢者にもわかりやすく、上下移
動の少ない1階フロアに集約してあります。

在宅へむけて、日常生活の自立を目標に他職種
で連携し支援していきます。

集合教育の看護技術研修（静脈注射）の様子で
す。4～5名のグループに分かれ指導を受けてい
ます。

赤ちゃんから高齢者まで訪問看護を必要とされている方々に
最善のサービスを提供することを大切にします。生活に寄り
添う看護を目指して在宅療養が継続できるよう支援します。

職員及び実習生や委託職員専用の食堂がありま
す。ランチ以外の時間は自由に利用できる場所で
す。
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ローテーション研修（2週間）

手術室研修（2日間）

救急室研修（2日間）

入社式
新人研修

中間面接

本格的な
部署勤務開始 救護訓練

他施設
合同研修

訪問看護訪問看護

スタッフラウンジスタッフラウンジ

回復期リハビリテーション病棟回復期リハビリテーション病棟

新人看護師教育新人看護師教育
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温かでやさしい
看護ができる

新人集合教育
　「地域に貢献する病院」という病院理念の基、地域住民の方々が地域で安心して暮らせる

よう、看護の提供に努めております。

　看護部は、一人ひとりの職員を大切にし、人材育成に力を入れております。“組織は人な

り”と言われるように、人材が“人財”となり、活気あふれる組織に成長し、温かでやさし

い看護が提供できる人財を育てております。赤十字キャリア開発ラダーを基に、各職員の

レベルに合わせた院内研修を行っております。また、専門職業人としての自己研鑽ができ

るよう院外研修参加支援も行っております。更に、認定看護師や専門看護師になるための

奨学生制度を整えました。

　全ての職員にとってのワークライフバランスのあり方を検討し、永く働き続けられる職場

環境づくりに努めております。

　地域の方々から、信頼され愛される病院に貢献できる看護部となれるよう努めておりま

す。私たちと一緒に働いてみませんか。

当院では、専門職として質の高い看護が提供できるよう看護師育成のため
に、赤十字キャリア開発ラダーに基づいた段階別教育体制のもと、継続教
育に力を入れています。ワークライフバランスを大切にし、一人ひとりがや
りがいを持って楽しく看護できるように支援します。

芳賀赤十字病院　看護部長

河原　美智子

赤 十 字 の 取 り 組 み //

キ ャ リ ア 開 発 ラ ダ ー //

看 護 部 紹 介 //
赤十字の使命に基づき、赤十字看護師とし
ての役割を自覚し行動できるように教育を
行っています。看護教育キャリア開発ラダー
のレベルに合わせ、赤十字の基礎知識を始
め、赤十字救急法の習得、基礎行動訓練、
災害時こころのケアや国内の救護活動の実
践能力を習得します。突然の災害に備えて、
救護要員として自覚と責任を持って行動で
きる赤十字看護師を目指しています。

赤十字教育
「苦しんでいる人を救いたい」という想いか
ら、災害時には迅速に対応しています。
常時3班の救護班を編成しており、一刻も
早い救急処置、被災により機能を失った地
域の医療の充足を担います。また避難所へ
の巡回診療や被災者の精神的支えになれる
様に活動します。

救護班の活動
芳賀赤十字病院は、医師・看護師多職種が
メンバーとなり活動を行っています。
これまで国内の様々な災害時に派遣されて
います。
今後起こるであろう大規模災害を想定し、
各研修会、訓練等に参加し、日々新しい知
識と技術の習得に隊員全員で取り組んでい
ます。

D M A T の 活 動

病院概要

病 床 数
看 護 部
看 護 体 制
看 護 方 式
勤 務 体 制
診 療 科 目

364床（一般360床・感染症4床）
11病棟　外来　手術室　救急外来　透析センター　訪問看護ステーション
急性期一般入院料1（7：1）　小児入院医学管理料3（7：1看護）　NICU3：1　GCU6：1　回復期リハビリテーション病棟入院料3（13：1）
固定チームナーシング継続受け持ち制
2交替　3交替制
内科　神経内科　リウマチ科　呼吸器内科　アレルギー科　消化器内科　循環器内科　血液内科　小児科　外科　小児外科
形成外科　乳腺科　心臓血管外科　消化器外科　整形外科　脳神経外科　耳鼻咽喉科　リハビリテーション科　皮膚科
泌尿器科　産婦人科　眼科　放射線科　麻酔科　救急科　精神科　歯科　歯科口腔外科
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：

院外
研修

病院単位で
活動できる者

院外
研修

看護部門単位で
活動できる者

ラダーⅠ（新人）

ラダーⅡ（一人前）

ラダーⅢ（中堅）

院外
研修院内

研修

指導や助言を受けながら看護活動ができる者
・医療安全（基礎）感染予防
・医療安全（基礎）事故防止

・看護過程
・看護倫理（基礎）

・赤十字教育 +

院外
研修

院内
研修

自立して看護活動ができる者（部署内）
・プリセプター
・臨床指導（基礎）
・看護研修（基礎）
・メンバーシップ

・医療安全（実践）感染予防
・医療安全（実践）事故防止
・赤十字教育

+

院外
研修院内

研修

部署単位で活動ができる者/
部署の教育者/臨床実習指導者

・看護研究（実践）
・臨床指導（実践）
・退院調整

・赤十字教育
・リーダーシップ

+

◆看護管理者
◆専任教師
◆国際救援
◆開発協力員

クリティカル領域の患者の疾病や病態の理解・苦
痛の軽減、異常の早期発見と対応を第一としてい
ます。

地域周産期母子医療センターとして妊娠から出
産、育児を通して常に母子の安全・安心・安楽を考
えた看護に取り組んでいます。

県東保健医療圏で唯一の二次医療機関として年
間4,000台以上の救急車を受けています。

新生児が一日も早く回復され両親の元で過ごせ
るように、愛情を持って集中治療と看護をしてい
ます。

入院患者さんの精神的、身体的苦痛の緩和を目
指し個別性を大切にした看護の提供をしています。

子どもの安全を守り、寄り添った看護が提供でき
るよう努めています。

外来や病棟と連携して患者さんが安心して手術
を受けられるように努めています。

新病院の外来は高齢者にもわかりやすく、上下移
動の少ない1階フロアに集約してあります。

在宅へむけて、日常生活の自立を目標に他職種
で連携し支援していきます。

集合教育の看護技術研修（静脈注射）の様子で
す。4～5名のグループに分かれ指導を受けてい
ます。

赤ちゃんから高齢者まで訪問看護を必要とされている方々に
最善のサービスを提供することを大切にします。生活に寄り
添う看護を目指して在宅療養が継続できるよう支援します。

職員及び実習生や委託職員専用の食堂がありま
す。ランチ以外の時間は自由に利用できる場所で
す。
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救急室研修（2日間）

入社式
新人研修

中間面接
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部署勤務開始 救護訓練

他施設
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それぞれの分野をこえ、よりよい看護を提供

充 実 の 福 利 厚 生
職員一 人ひとりが 楽しみながら

安 心して勤 務できます！

周 辺 M A P

真岡市

芳賀町

市貝町

益
子
町

茂木町

くげた

もおか

ましこましこ

てらうち

きたもおか
にしだい きたやま

なない

たたら

いちはな

住みやすく楽しい環境で、
一緒に働きませんか？

感染管理、乳がん看護、認知症看護、皮膚・排泄ケア、透析看護、緩和
ケア、慢性呼吸器疾患看護、小児救急看護、糖尿病看護の９分野、13
名の認定看護師がいます。院内はもとより、院外でもそれぞれの分野で
看護の質を向上させるために活動しています。また、月１回の認定会では、
各分野の情報交換を行ったり、分野を超えてのチーム医療活動、勉強会
の開催などを行っています。

認定看護師
の活動

入退院支援
～安心して入院生活が送れるように～
予約入院となる方が、不安なく入院生活が送れるように、入院前から専任
の看護師が状態の把握を行います。また、薬剤師や専門スタッフが関わ
り、入院生活に向けてサポートをします。入院時には、病棟看護師と連
携をとり、入院する患者さま一人ひとりにあった入院生活が提供できるよ
うに努めます。

～退院支援への一歩は、入院から始まります～
退院後の生活を考えることは、入院時に入院前の生活状況をお聞きする
ことから始まります。入院前の生活状況と病状やけがの程度により生じる
身体機能の変化等を考え、退院後に必要な福祉サービスや介護を患者・
ご家族さまと一緒に考えていきます。また、入院中の治療・回復をサポー
トするため、必要に応じて様々な専門職種によるチームが関わります。

当院で初めての専門看護師誕生！

専門看護師
　慢性疾患看護専門看護師は、年齢を問わず、生活習慣病や慢性的な心
身の不調と共に生きる人々とそのご家族に対して、自分らしい生活を送る
ことができるようなお手伝いをさせていただきます。また、これまでの生
活の中で培われた価値観や習慣を大切にしながら、今後どのように生きて
いきたいかという思いに寄り添い、多職種と協働しながら支援をさせてい
ただきます。

慢性疾患看護専門看護師
高津戸　瞳

専門看護師の
活動

全職員が参加できる、院内のバレーボール
大会・忘年会や、地域で行う流し踊りに参
加しています。

各種行事

互助会として野球、テニス等クラブ活動や
つり、スキー等同好会があります。
職種も年齢も様々ですが、いつも楽しく活動して
おり他の日赤病院との交流の場にもなっています。

クラブ活動・同好会

職員の心のケアを
院内・院外からサポートする体制が整っています。

メンタルヘルス

病院指定の院外保育園を確保しています。
子育てと仕事の両立を支援しています。

保育園

職員互助会の活動のひとつです。
年間を通して旅行を計画しています。

職員旅行

���
� ���� ������ ����� ����
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芳 賀 赤 十 字 病 院 　 看 護 部
〒321-4308　栃木県真岡市中郷 271　TEL 0285-82-2195（代）（内線 509）　FAX 0285-84-3332

HP http://www.haga.jrc.or.jp/
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交通アクセス抜群の
真岡ICを利用すれば
休日のおでかけも
バッチリ！

お車を
ご利用

■宇都宮中心部より約40分
■北関東自動車道真岡ICより約10分
■北関東自動車道桜川筑西ICより約20分
■東北自動車道鹿沼ICより約50分
■常磐自動車道谷和原ICより約80分

電車を
ご利用

■真岡鐵道北真岡駅より徒歩で約５分
■宇都宮線石橋駅よりタクシーで約30分
■宇都宮線宇都宮駅よりタクシーで約40分・バスで約１時間

田町北

田町

高寺交差点

真岡駅入口

市役所前

芳賀赤十字病院
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市貝町の芝桜

真岡は
いちごの生産高が
なんと日本一！
SLも走って
います。

焼き物で
有名な益子は

おしゃれなカフェも
たくさんあります。

道の駅はが
ロマンの湯で
リフレッシュ！
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芳 賀 赤 十 字 病 院

看護部
の ご 案 内

看 護 部 の 理 念 //
　赤十字の使命に基づいて、

人々の苦痛の軽減と疾病予防のために、
時代の変化や、対象のニーズに合った

質の高い看護を提供します。

病 院 理 念 //
地域に貢献する病院

看 護 部 の 基 本 方 針 //
1. 看護部門の役割と機能を十分発揮し、患
者に寄り添える看護を提供します。

2. 常に興味・探究心を持ち、専門職業人と
　して自己研鑽に努めます。
3. 継続的・個別的な看護サービスを通し、
　地域住民が地域で暮らせる支援を行います。
4. 赤十字職員として誇りを持ち、常に想像力
　を働かせて行動します。

芳賀赤十字病院



それぞれの分野をこえ、よりよい看護を提供

充 実 の 福 利 厚 生
職員一 人ひとりが 楽しみながら

安 心して勤 務できます！

周 辺 M A P

真岡市
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住みやすく楽しい環境で、
一緒に働きませんか？

感染管理、乳がん看護、認知症看護、皮膚・排泄ケア、透析看護、緩和
ケア、慢性呼吸器疾患看護、小児救急看護、糖尿病看護の９分野、13
名の認定看護師がいます。院内はもとより、院外でもそれぞれの分野で
看護の質を向上させるために活動しています。また、月１回の認定会では、
各分野の情報交換を行ったり、分野を超えてのチーム医療活動、勉強会
の開催などを行っています。

認定看護師
の活動

入退院支援
～安心して入院生活が送れるように～
予約入院となる方が、不安なく入院生活が送れるように、入院前から専任
の看護師が状態の把握を行います。また、薬剤師や専門スタッフが関わ
り、入院生活に向けてサポートをします。入院時には、病棟看護師と連
携をとり、入院する患者さま一人ひとりにあった入院生活が提供できるよ
うに努めます。

～退院支援への一歩は、入院から始まります～
退院後の生活を考えることは、入院時に入院前の生活状況をお聞きする
ことから始まります。入院前の生活状況と病状やけがの程度により生じる
身体機能の変化等を考え、退院後に必要な福祉サービスや介護を患者・
ご家族さまと一緒に考えていきます。また、入院中の治療・回復をサポー
トするため、必要に応じて様々な専門職種によるチームが関わります。

当院で初めての専門看護師誕生！

専門看護師
　慢性疾患看護専門看護師は、年齢を問わず、生活習慣病や慢性的な心
身の不調と共に生きる人々とそのご家族に対して、自分らしい生活を送る
ことができるようなお手伝いをさせていただきます。また、これまでの生
活の中で培われた価値観や習慣を大切にしながら、今後どのように生きて
いきたいかという思いに寄り添い、多職種と協働しながら支援をさせてい
ただきます。

慢性疾患看護専門看護師
高津戸　瞳

専門看護師の
活動

全職員が参加できる、院内のバレーボール
大会・忘年会や、地域で行う流し踊りに参
加しています。

各種行事

互助会として野球、テニス等クラブ活動や
つり、スキー等同好会があります。
職種も年齢も様々ですが、いつも楽しく活動して
おり他の日赤病院との交流の場にもなっています。

クラブ活動・同好会

職員の心のケアを
院内・院外からサポートする体制が整っています。

メンタルヘルス

病院指定の院外保育園を確保しています。
子育てと仕事の両立を支援しています。

保育園

職員互助会の活動のひとつです。
年間を通して旅行を計画しています。

職員旅行
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芳 賀 赤 十 字 病 院 　 看 護 部
〒321-4308　栃木県真岡市中郷 271　TEL 0285-82-2195（代）（内線 509）　FAX 0285-84-3332

HP http://www.haga.jrc.or.jp/
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